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星稜サ・エ・ラに関する
アンケート実施中 !

詳しくは P14 をご覧下さい
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学校法人 稲置学園
金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部
石川県金沢市御所町丑 10 番地 1
℡076-253-3924（代表）

（大　学）http:/www.seiryo-u.ac.jp/u/
（短大部）http:/www.seiryo-u.ac.jp/c/

星稜高等学校・星稜中学校
石川県金沢市小坂町南206番地
℡076-252-2237（代表）
http://www.seiryo-hs.jp

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
石川県金沢市御所町寅27番地
℡076-252-5057（代表）
http://kinder.seiryo.jp/seiryo/

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
石川県金沢市泉野町6丁目17番30号
℡076-244-5636（代表）
http://kinder.seiryo.jp/izumino/

〈星稜サ・エ・ラ〉  サ・エ・ラ（ çà et là）とはフランス語で「ここそこ」「あちこち」。幼稚園から大学まで色々な場面にスポットを当てるという意味で、「どこでも星稜教育が息づいている」という表しです。　

誠実にして社会に役立つ人間の育成

金沢星稜大学
7

8

9

補講日
通常講義日（海の日）
オープンキャンパス
前期末試験期間
補講日
オープンキャンパス
全館休館
前期追試験
前期再試験
休業日（10/5授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
後期授業開始日
オープンキャンパス

・22日（土）

・30日（日）
～9日（水）

・26日（土）
～16日（水）

・22日（火）
・30日（水）

8日（土）
17日（月・祝）
29日（土）

2日（水）
5日（土）

12日（土）
13日（日）
21日（月）
29日（火）

4日（月）
15日（金）
21日（木）
24日（日）

金沢星稜大学附属星稜幼稚園
7

8

9

年長  ABCランド
年長 プラネタリウム鑑賞
年中 ばら参観日
キッズサッカー・避難訓練（地震）
年中  ゆり参観日
年少 うさぎ参観日、玉川こども図書館出張保育
年長 つき参観日
年長 ほし参観日
星稜子育てステーション（2歳）
星稜子育てステーション（0歳）
星稜子育てステーション（1歳）、年長お泊り保育
年長お泊り保育
年長  茶道体験
誕生会参観
夏祭り
終業式
幼稚園ってどんなとこ
星稜子育てステーション（2歳）
星稜子育てステーション（0歳）
登園日・誕生会参観・避難訓練(台風）、星稜子育てステーション（1歳）
玉川こども図書館出張保育
始業式
キッズサッカー
年長  ABCランド
玉川こども図書館出張保育
子育てステーション(1歳）
星稜子育てステーション（2歳）
星稜子育てステーション（0歳）
運動会
運動会代休
避難訓練（火災）
年長 茶道体験
誕生会参観
平成30年度入園説明会

・10日（木）

4日（火）
5日（水）
6日（木）

10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
22日（土）
27日（木）
28日（金）
29日（土）
31日（月）

9日（水）
23日（水）
24日（木）
25日（金）
30日（水）

1日（金）
4日（月）
5日（火）

13日（水）
15日（金）
20日（水）
21日（木）
23日（土・祝）
25日（月）
26日（火）
28日（木）
29日（金）
30日（土）

金沢星稜大学附属星稜泉野幼稚園
7

8

9

希望懇談（年中）
レッツスポーツ（年長・中）、子育て広場0歳（11、18日）
リトミック（年中）、子育て広場1歳（12、19、26日）
プラネタリウム鑑賞（年長）、子育て広場2歳（14、21、28日）
希望懇談（年長）
ABCランド（年長・中）
避難訓練
リトミック（年中）
夏まつり
小児科医多賀氏　講演会
茶道（年長）
誕生会参観
お泊り保育
終業式
子育て広場１歳
子育て広場２歳
同窓会（小学１～ 6年）
誕生会参観
園見学会
子育て広場０歳
始業式
茶道（年長）
レッツスポーツ（年長・中）、子育て広場0歳（12、19日）
子育て広場１歳（13、20日）
避難訓練
リトミック（年少）、子育て広場2歳（15、22、29日）
レッツスポーツ（年長・中）
運動会
運動会代休
ABCランド（年長・中）
誕生会参観

・30日（日）

・30日（水）

1日（土）
4日（火）
5日（水）
7日（金）
8日（土）

11日（火）
13日（木）
14日（金）
15日（土）
18日（火）
24日（月）
27日（木）
29日（土）
31日（月）

2日（水）
4日（金）
5日（土）

24日（木）
26日（土）
29日（火）

1日（金）
4日（月）
5日（火）
6日（水）
7日（木）
8日（金）

12日（火）
24日（日）
25日（月）
26日（火）
28日（木）

金沢星稜大学女子短期大学部
7

8

9

補講日
通常講義日（海の日）
オープンキャンパス
前期末試験期間
補講日
オープンキャンパス
全館休館
前期追試験
前期再試験
休業日（10/5授業分）
秋季学位記授与式・秋季入学式
後期授業開始日
オープンキャンパス

・22日（土）

・30日（日）
～9日（水）

・26日（土）
～16日（水）

・22日（火）
・30日（水）

8日（土）
17日（月・祝）
29日（土）

2日（水）
5日（土）

12日（土）
13日（日）
21日（月）
29日（火）

4日（月）
15日（金）
21日（木）
24日（日）

星稜中学校
7

8

9

期末試験
3年観能教室
合唱コンクール
保護者懇談会
補充授業
ナイト学校説明会
補充授業
終業式・北信越激励会
補充授業
補充授業
始業式
学校説明会
映画鑑賞
2年修学旅行、1年イングリッシュキャンプ
3年体験学習

～5日（水）

・14日（金）
～21日（金）

・25日（火）

～25日（金）
・29日（火）

～28日（木）
・28日（木）

3日（月）
7日（金）

12日（水）
13日（木）
18日（火）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
23日（水）
28日（月）

1日（金）
2日（土）
8日（金）

26日（火）
27日（水）

星稜高等学校
7

8

9

期末試験

1,3年体育大会、2年文化教室
2,3年体育大会
保護者懇談会
終業式、全国大会出場激励会

補充・補習授業

海外語学研修
学校見学会
高1エンパワーメントプログラム
補充・補習授業
部活動体験
補充・補習授業、1,2年Pコース課外実習
始業式
星稜祭
運動会
運動会予備日

～5日（水）

～18日（火）

～21日（金）
・25日（火）
・29日（土）
～8月10日（木）

・8月1日（火）
～8月4日（金）
～25日（金）

・29日（火）

・8日（金）

1日（土）
3日（月）

12日（水）
13日（木）
14日（金）
18日（火）
19日（水）
24日（月）
28日（金）
30日（日）
31日（月）
31日（月）
21日（月）
26日（土）
28日（月）

1日（金）
7日（木）

26日（火）
27日（水）

行事スケジュール  （7 月～9 月）
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あとがき
今年度、学園設置校の園児・生徒・学生・院生の在籍者総数が5千人を超えました。

調べによると、平成10年以来19年ぶりとのこと。在籍する人数が多いか少ないかということ
は、その学校に対する社会からの評価とも言えます。

少子高齢化が叫ばれるご時世、入学者の確保が私立学校にとっての生命線ですが、こ
の5千余人を“誠実にして社会に役立つよう育成する”ことが我々教職員共通の使命であり、
卒園・卒業・修了者のその後の評価が、次の入学者につながっていくのだと信じています。

　 金沢星稜大学・金沢星稜大学女子短期大学部 広報課　宮一　拓克

百万石踊り流しに

チーム星稜

今年も参加！



│
春
の
全
国
大
会
を
振
り
返
っ
て
、

　
ど
ん
な
大
会
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？

田
中
監
督
●
大
会
に
は
、明
徳
義
塾
、佐
久
長
聖
、

仙
台
育
英
学
園
の
秀
光
な
ど
の
強
豪
私
学
、そ
し

て「
エ
ー
ス
で
4
番
」級
の
選
手
が
多
く
集
ま
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
32
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。そ

の
中
で
星
稜
中
学
校
野
球
部
は
、夏
の
全
国
優
勝

を
経
験
し
た
選
手
は
3
人
だ
け
の
新
チ
ー
ム
で
、体

も
小
さ
く
、正
直
言
っ
て
一
番
力
の
な
い
チ
ー
ム
で

し
た
。全
国
区
の
厳
し
さ
を
経
験
し
、で
き
る
と
こ

ろ
ま
で
勝
ち
残
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
で
臨
ん
だ
大

会
で
、最
初
か
ら
優
勝
を
ね
ら
っ
て
い
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。運
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、欲
が
な

か
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
そ
れ
で
も
大
会
の
ス
コ
ア
を
見
る
と

　
快
勝
が
続
い
た
よ
う
で
す
。

渥
美
部
長
●
私
た
ち
も
驚
い
て
い
ま
す
。準
決
勝
で

は
私
学
の
ラ
イ
バ
ル
明
徳
義
塾
を
6

－

2
で
下
し
、

決
勝
は
秋
田
ク
ラ
ブ
を
3

－

0
で
破
り
ま
し
た
。力

の
面
で
は
間
違
い
な
く
相
手
チ
ー
ム
が
上
で
、厳
し

い
ゲ
ー
ム
も
あ
り
ま
し
た
が
、ピ
ッ
チ
ャ
ー
の
継
投

も
含
め
て
選
手
が
団
結
し
、総
合
力
で
勝
つ
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

田
中
監
督
●
私
自
身
は
、山
下
智
茂
名
誉
監
督
か

ら「
能
力
は
相
手
の
方
が
上
か
も
し
れ
な
い
が
、実

際
に
や
っ
て
み
る
と
中
学
生
同
士
で
そ
れ
ほ
ど
大

し
た
差
は
な
い
。自
分
た
ち
の
や
っ
て
い
る
こ
と
を

信
じ
て
や
れ
ば
い
い
」と
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

こ
と
で
、ふ
っ
と
心
が
軽
く
な
り
、勝
機
を
つ
か
め

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

│
現
在
の
星
稜
中
学
校
野
球
部
は

　
ど
ん
な
チ
ー
ム
で
す
か
？

五
田
コ
ー
チ
●
今
ま
で
見
て
き
た
中
で
言
う
と
、選

手
は
み
ん
な
優
し
く
て
い
い
子
な
の
で
す
が
、優
し

す
ぎ
る
面
が
あ
り
ま
す
。普
段
は
真
面
目
で
優
し
い

中
学
生
で
十
分
で
す
が
、勝
負
に
お
い
て
は
厳
し
さ

を
知
る
こ
と
も
必
要
で
す
。そ
こ
で
田
中
監
督
と
一

緒
に
、彼
ら
の
気
持
ち
を
奮
い
立
た
せ
る
よ
う
な
指

導
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

た
と
え
ば
、普
段
の
練
習
で
は
ま
ず
監
督
が
ノ
ッ
ク

を
行
い
ま
す
。厳
し
い
言
葉
も
飛
び
ま
す
が
、そ
れ

に
負
け
ず
に
向
か
っ
て
き
て
欲
し
い
と
い
う
思
い

で
す
。特
に
ミ
ス
を
す
る
と
へ
こ
ん
で
下
を
向
い
て

し
ま
っ
た
り
、委
縮
し
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
様
子

も
見
ら
れ
ま
す
。そ
う
で
は
な
く
、ミ
ス
し
た
と
き

こ
そ「
も
う
一
回
お
願
い
し
ま
す
」と
向
か
っ
て
き

て
欲
し
い
ん
で
す
。

│
西
川
さ
ん
は
監
督
や
コ
ー
チ
と
は
ま
た

　
別
の
立
場
で
チ
ー
ム
を
支
え
て
い
ま
す
。

西
川
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
●
普
段
の
練
習
で
は
プ
ロ
テ

イ
ン
を
用
意
し
た
り
、お
に
ぎ
り
を
作
っ
た
り
し
て

体
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。練
習
試
合
で

は
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
を
つ
け
る
こ
と
も
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
仕
事
で
す
。マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
私
一
人
な

の
で
、選
手
一
人
ひ
と
り
に
目
を
配
っ
て
、試
合
で

ミ
ス
を
し
て
落
ち
込
ん
で
い
る
選
手
が
い
れ
ば
声

を
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
春
の
全
国
大
会
の
優
勝
は
と
て
も
嬉
し
か
っ
た

の
で
す
が
、涙
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。春
が
最
後
で

は
な
い
の
で
、夏
の
大
会
に
と
っ
て
お
き
ま
す
。

田
中
監
督
●
西
川
さ
ん
は
ス
タ
ッ
フ
陣
と
保
護
者

と
の
い
い
パ
イ
プ
役
に
な
っ
て
く
れ
て
助
か
っ
て

い
ま
す
。野
球
部
の
花
で
あ
り
、癒
し
で
す
。練
習

は
遅
く
ま
で
あ
り
ま
す
し
、遠
征
も
頻
繁
に
あ
り
ま

す
か
ら
、マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
厳
し
い
仕
事
で
す
。中

途
半
端
な
気
持
ち
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

│
モ
ッ
ト
ー
に「
負
け
な
い
チ
ー
ム
づ
く
り
。

　
人
間
性
も
野
球
も
日
本
一
を
目
指
す
！
」を

　
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

　
そ
の
言
葉
通
り
無
敗
が
続
い
て
い
ま
す
。

渥
美
部
長
●
平
成
28
年
度
は
36
戦
全
勝
、今
年
度

も
引
き
続
き
勝
ち
続
け
て
い
ま
す
。

　
選
手
た
ち
自
身
は
連
勝
を
あ
ま
り
意
識
し
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。目
の
前
の
一
戦
一
戦
に
全
力
を

尽
く
す
。目
の
前
の
相
手
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
気

持
ち
を
常
に
持
つ
。そ
の
結
果
と
し
て
連
勝
が
つ
い

て
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

五
田
コ
ー
チ
●
た
だ
、今
は
選
手
た
ち
は
迷
っ
て
い

る
段
階
だ
と
も
思
い
ま
す
。全
国
制
覇
と
い
う
自

分
た
ち
が
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
結
果
が
出
た
こ

と
で
、そ
う
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
焦
り

や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
ま
す
。イ
メ
ー
ジ
に

実
態
が
追
い
付
い
て
お
ら
ず
、も
が
き
苦
し
み
な
が

ら
答
え
を
探
し
て
い
る
状
況
で
す
。
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│
こ
れ
か
ら
の
目
標
、

　
そ
し
て
課
題
は
何
で
し
ょ
う
か
。

田
中
監
督
●
夏
の
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
に
優
勝
旗
を

全
員
で
返
し
に
い
き
、全
員
で
持
っ
て
帰
っ
て
く

る
。そ
れ
が
目
標
で
す
。こ
こ
か
ら
が
本
番
で
す
ね
。

　
課
題
と
し
て
は
五
田
コ
ー
チ
が
言
っ
た
よ
う
に
、

技
術
面
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、心
の
弱
さ
も
見
え
て

い
ま
す
。素
顔
は
優
し
く
て
思
い
や
り
も
あ
る
、徳
を

備
え
た
選
手
ば
か
り
で
す
。だ
か
ら
こ
そ
勝
た
せ
て

や
り
た
い
と
、我
々
も
保
護
者
も
心
を
ひ
と
つ
に
し

て
い
る
。こ
れ
が
星
稜
中
学
校
野
球
部
の
伝
統
で
す
。

西
川
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
●
ま
だ
体
が
小
さ
い
選
手
も

い
る
の
で
、こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
お
に
ぎ
り
を
た

く
さ
ん
作
っ
て
食
べ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

渥
美
部
長
●
全
国
制
覇
も
連
勝
も
、た
く
さ
ん
の

方
の
支
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。多
く
の
人
に
支

え
て
も
ら
っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、恩
返
し
を

す
る
つ
も
り
で
、全
国
大
会
三
連
覇
を
目
指
し
て
力

を
尽
く
し
て
い
き
た
い
で
す
。

3
月
27
日
、静
岡
県
草
薙
総
合
運
動
場
に
お
い
て
第
8
回
全
日
本
少
年
春
季
軟
式
野
球
大
会
決
勝
戦
が
行

わ
れ
、星
稜
中
学
校
野
球
部
が
秋
田
ク
ラ
ブ（
秋
田
県
）を
3

－

0
で
下
し
優
勝
。史
上
初
の
夏
春
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。野
球
部
は
平
成
28
年
度
内
公
式
戦
無
敗
、今
年
度
に
入
っ
て
も
連
勝
数
を
伸
ば
し
て
い
ま
す
。

夏
春
連
覇
の
金
字
塔
を
打
ち
立
て
、連
勝
を
続
け
る
チ
ー
ム
の
強
さ
の
源
に
つ
い
て
、選
手
を
支
え
る
指
導

者
陣
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

3
月
の
全
国
大
会
で
優
勝
、史
上
初
の
夏
春
連
覇
！

3
月
の
全
国
大
会
で
優
勝
、史
上
初
の
夏
春
連
覇
！

星
稜
中
学
校
野
球
部

「
く
じ
け
ず
に
向
か
っ
て
こ
い
！
」

選
手
の
気
持
ち
を

奮
い
立
た
せ
る
指
導
を

地
力
の
違
い
を

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
カ
バ
ー

迷
い
な
が
ら
も

一
戦
一
戦
全
力
を
尽
く
す

選
手
を
見
守
り
た
い

五田祐也コーチ

田中辰治監督

渥美泰樹部長

西川麗奈マネージャー

金沢市春季大会（5月） 優勝
２回戦　 ８－０ 城南
準々決勝 ３－１ 大徳
準決勝　 ７－０ 緑
決　勝　 ２－０ 西南部 
 
春季加賀地区大会（5月）
Bブロック優勝
１回戦  １－０ 松東
準決勝 14－０ 松陽
決　勝  ５－１ 錦城 
 
全日本少年軟式野球大会
県予選（6月） 優勝
準決勝 ２－０ 輪島
決　勝 ３－１ 宇ノ気 
 
加賀地区体育大会兼県体予選（6月）
Bブロック優勝
準決勝 ７－０ 中海
決　勝 １－０ 高尾台 
 
全日本少年軟式野球大会
北信越ブロック予選会（6月） 優勝
準決勝 ３－１ 本丸（新潟）
決　勝 ９－０ 氷見北部
 
全日本少年軟式野球大会（8月） 優勝
１回戦 ４－０ 横須賀ファイターズ（神奈川）
２回戦 ３－２ 久保中学校（三重）
準決勝 ４－０ 茨城オール県南（茨城）
決　勝 ６－１ 倉敷クラブ（岡山）
 
金沢市早朝野球協会
中学野球大会　優勝
１回戦   13－０ 高尾台
２回戦　 ６－１ 西南部
準々決勝 ２－０ 金石
準決勝   11－０ 森本
決　勝　 ６－５ 兼六
 
金沢市中学校
秋季新人野球大会（9月）優勝
２回戦  ５－３ 額
３回戦 13－０ 大徳
準決戦  ３－０ 兼六
決　勝  ４－０ 城南 
 
石川県中学校
軟式野球選手権大会（10月） 優勝
１回戦 ９－０ 能登香島
２回戦 ２－０ 松東
準決勝 ７－０ 北辰
決　勝 １－０ 根上 
 
全日本少年春季軟式野球大会
北信越ブロック予選会（10月）
代表決定戦 ３－０ 新井（新潟） 
　

全日本春季
少年軟式野球大会（3月） 優勝
１回戦　 ３－０ 長門クラブ（山口）
２回戦　 ２－１ 門真ビックドリームス（大阪）
準々決勝 ６－０ 伊東市立南中（静岡）
準決勝　 ６－２ 明徳義塾（高知）
決　勝　 ３－０ 秋田クラブ（秋田）

星稜中学校野球部
平成28年度公式戦全結果

平成28年

平成29年

平成28年度公式戦
36戦全勝!

連勝記録は平成27年10月より続いており、
平成29年6月末現在で53連勝です。



平成29年3月、大学（学部）556名・短大部134名・高校563名の学生・生徒が卒業しました。
卒業生の就職・大学合格状況の一部をお知らせいたします。詳しくは各設置校のホームページでご覧いただけます。

「
認
定
こ
ど
も
園
」へ
の
移
行
で

調
理
室
と
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
を
新
設

星
稜
幼
稚
園
は
、今
年
4
月
か
ら
幼
保
連

携
型
の「
認
定
こ
ど
も
園
」へ
移
行
し
、こ
れ

に
伴
っ
て
調
理
室
と
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。現
在
、私
を
含
め
て
4
人

の
調
理
員
が
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
お
い

し
い
給
食
づ
く
り
、お
や
つ
づ
く
り
に
腕
を

振
る
っ
て
い
ま
す
。

私
自
身
は
、以
前
は
給
食
委
託
会
社
の
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
、保
育
園
や
老
人
ホ
ー
ム
で

の
給
食
提
供
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。調
理

す
る
だ
け
で
な
く
、食
べ
る
人
と
接
す
る
こ

と
が
多
い
仕
事
で
す
。そ
ん
な
中
で
、子
ど

も
と
ふ
れ
あ
う
仕
事
が
し
た
い
と
思
う
よ

う
に
な
り
、星
稜
幼
稚
園
の「
給
食
先
生
」に

な
り
ま
し
た
。

星
稜
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、み
な
人

懐
っ
こ
く
、と
っ
て
も
元
気
。調
理
室
に「
今

日
の
給
食
、全
部
食
べ
た
よ
！
」「
僕
、こ
れ

好
き
だ
っ
た
！
」と
報
告
に
き
て
く
れ
ま
す
。

温
か
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
て
、お
か
わ
り
も

す
す
み
ま
す
。で
き
た
て
は
嬉
し
い
よ
う
で

す
ね
。私
た
ち
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
も
、「
可
愛

い
ね
」と
褒
め
て
も
ら
え
ま
す（
笑
）。

星
稜
幼
稚
園
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

「
食
」と「
食
育
」を
提
供
し
て
い
く

私
た
ち
が
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
4

つ
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、素
材
の
味
を
大
切
に
し
て
薄
味
に

す
る
こ
と
。味
覚
は
3
歳
前
後
ま
で
に
つ
く

ら
れ
、そ
の
人
の
一
生
の
味
覚
傾
向
を
左
右

ランチルームに集まって給食タイム。
「子どもたちの笑顔に癒されます」と前田さん。

アレルギー対応食も提供。栄養も見た目も普通食と同じようになるよう工夫している。
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す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。素
材
本
来
の
味

を
知
る
こ
と
は
、味
覚
を
形
成
す
る
上
で
と

て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

次
に
、目
で
も
舌
で
も
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
。目
で
見
て
彩
り
よ
く
、食
べ
る
と
舌

の
上
で
い
ろ
ん
な
味
や
食
感
が
感
じ
ら
れ
る

献
立
を
心
が
け
て
い
ま
す
。そ
こ
か
ら
食
材

に
興
味
を
持
ち
、自
分
た
ち
で
栽
培
し
、収

穫
し
、料
理
す
る
、そ
ん
な
広
が
り
の
あ
る

食
育
を
実
践
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、食
事
を
楽
し
め
る
場
を
つ
く

る
こ
と
。マ
ナ
ー
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す

が
、注
意
さ
れ
て
ば
か
り
で
は
楽
し
く
あ
り

ま
せ
ん
よ
ね
。お
友
だ
ち
と
一
緒
に
賑
や
か

に
食
べ
る
こ
と
で
、家
で
は
苦
手
で
食
べ
ら

れ
な
い
食
材
を
パ
ク
ッ
と
食
べ
て
し
ま
う

子
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。ラ
ン
チ
ル
ー
ム

の
テ
ー
ブ
ル
に
野
の
花
を
飾
る
の
は
、園
長

先
生
の
ア
イ
デ
ア
で
す
。

最
後
に
、日
本
の
食
文
化
を
大
切
に
す
る

こ
と
。一
月
の
七
草
が
ゆ
や
、ひ
な
祭
り
の

ち
ら
し
寿
司
、端
午
の
節
句
の
柏
餅
な
ど
、

日
本
の
伝
統
的
な
風
習
や
食
文
化
を
献
立
に

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
と
食
育
に
関
し
て
は
、家
庭
で
は
し
た

い
け
れ
ど
な
か
な
か
実
践
で
き
な
い
こ
と

が
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
う
部
分
を
園

が
担
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。今

後
は
、離
乳
食
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

子
ど
も
た
ち
に
人
気
の
給
食
レ
シ
ピ
を
配

付
し
た
り
と
、保
護
者
の
方
と
の
交
流
も
深

め
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

4 3

平成28年度卒業生の進路について

星稜高校出身者の就職先
【大学】国家一般職（岐阜県検察）、航空自衛隊一般曹候補生、自
衛官候補生、石川県警３名、金沢市役所、能美市役所、志賀町役
場、金沢市消防、石川県教育委員会２名、京都府教育委員会、千
葉県教育委員会、北陸学院中学・高等学校、公立保育士（かほく
市・能美市）、伏見幼稚園、野村證券㈱、損害保険ジャパン日本興
亜㈱、㈱ゆうちょ銀行、北陸労働金庫、㈱福邦銀行２名、鶴来信用
金庫、のと共栄信用金庫、ＪＡ金沢市、野々市農業協同組合、北川
ヒューテック㈱、ホクエツ北陸㈱、㈱柿本商会、㈱国土開発セン
ター、富士プラスチック㈱、日海不二サッシ㈱、㈱永島製作所、㈱
西野製作所、㈱建設ドットウェブ、㈱石川コンピュータ・センター、日
本通運㈱、あいの風とやま鉄道㈱、㈱キョー・エイ、日産部品北陸
販売㈱、㈱電陽社、㈱辻さく、冨木医療器㈱、㈱西原商会、㈱ス
パーテル、セキスイファミエス㈱、㈱トヨタレンタリース石川
　

【短大】石川県庁２名、金沢信用金庫３名、福井鋲螺㈱、㈱シーピー
ユー、㈱ＰＦＵ、㈱ＪＴＢ東海、㈱辻さく

金沢星稜大学女子短期大学部

名目就職率
（内定者÷就職希望者）

99.2％

実質就職率
（内定者÷全卒業者）

94.8％

就職者：127名　就職希望者：128名就職者：127名　全卒業者：134名

金沢星稜大学

星稜高等学校

実質就職率
（内定者÷全卒業者）

96.7％

名目就職率
（内定者÷就職希望者）

98.9％

就職者：535名　就職希望者：541名就職者：535名　全卒業者：553名
※留学生除く

主要大学合格者数

地元大学

難関国立10大学

国立大学医学部医学科

主要国公立大学

難関私立13大学

私立大学医学部医学科

国公立大学

私立大学

地元大学 計

難関国立10大学　計

国立大学医学部医学科　計

主要国公立大学　計
国公立大学　総計

難関私立13大学　計

私立大学医学部医学科　計
私立大学　総計

下記医学科分（  　を含む  　）

14
16
3
7
3
4

47
4
1
1
1
1
2
2
1

13
1
1
8
3
1
2
2
3
1

20
122

4
3
4

12
2
2

19
15
31
15
20
79

206
3
3

1072

現役率

現役
過年度卒

（人）
Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28

134

163

102

119

122

140

82

99

101

122

90%
85%
80%
75%
70%
65％
60％

85.7%
82.2%

87.1%
82.8% 82.7%

国公立大学合格者数推移（過去5年間）

大学・短大部・高校

難関国立10大学に13名合格！
東京大学1名（現役1名）、京都大学1名、東北大学4名（現役4名）、東京工業大
学1名、名古屋大学1名（現役1名）、大阪大学2名（現役2名）、神戸大学2名（現
役2名）、九州大学1名
 国公立大学に122名合格！ 金沢大学14名、富山大学16名合格！
筑波大学3名、千葉大学1名、奈良女子大学1名、首都大学東京3名、東京学芸
大学3名、神戸市外国語大学2名 etc.
 早稲田大学4名、慶應義塾大学3名、上智大学3名、
東京理科大学4名、ＭＡＲＣＨ50名、関関同立145名など、
私立大学に1,072名合格！　　
早稲田大学4名、慶應義塾大学3名、上智大学3名、東京理科大学4名、明治大
学12名、青山学院大学2名、立教大学2名、中央大学19名、法政大学15名、関
西大学31名、関西学院大学15名、同志社大学20名、立命館大学79名 etc.

金沢大
富山大
福井大

石川県立看護大
富山県立大
福井県立大

東北大
東京大

東京工業大
名古屋大
京都大
大阪大
神戸大
九州大

金沢大

新潟大
筑波大
千葉大
信州大

神戸市外国語大
首都大東京
大阪市立大

早稲田大
慶應義塾大
東京理科大

明治大
青山学院大

立教大
中央大
法政大
関西大

関西学院大
同志社大
立命館大

金沢医科大
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4
月
2
日（
日
）、石
川
県
立
音
楽
堂
に
て
平
成
29
年
度
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。新
入
生
た
ち
は
新
し
い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
み
、こ
れ
か
ら
始

ま
る
新
し
い
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
ま
し
た
。

4
月
6
日（
木
）・
7
日（
金
）の
日
程

で
、新
入
生
を
対
象
と
し
た
宿
泊
研
修

が
学
部
ご
と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、学
生
相
互
お
よ
び
教
職
員

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な

が
ら
、本
学
学
生
と
し
て
の
自
覚
と
今

後
の
大
学
生
活
の
目
標
を
考
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
初
、新
入
生
は
緊
張
し
た
面
持
ち

で
し
た
が
、授
業
の
選
び
方
な
ど
の
研

修
を
通
し
て
教
員
や
サ
ポ
ー
ト
学
生

と
交
流
を
深
め
、少
し
ず
つ
笑
顔
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

2
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
ゼ

ミ
の
親
睦
も
深
ま
り
、有
意
義
な
研
修

と
な
り
ま
し
た
。

新
入
生
を
迎
え
ま
し
た
！

大短

4
月
15
日（
土
）、「
学
友
会
主
催 

新
入
生
歓
迎
祭
」が
開
催
さ
れ
、ゼ
ミ

ナ
ー
ル
対
抗
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク

ル
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

約
6
5
0
名
の
新
入
生
が
参
加
し
、友
人
や
教

職
員
と
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

4
月
22
日（
土
）、星
短
の
新
入
生
歓
迎
祭「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
＆
ビ

ン
ゴ
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。1
7
9
名
の
新
入
生
が
ク
ラ
ス
ご
と
に

分
か
れ
、先
輩
学
生
や
教
職
員
と
の
親
睦
を
深
め
な
が
ら
学
校
行
事
を
楽

し
み
ま
し
た
。

親
睦
を
深
め
た
新
入
生
歓
迎
祭

大短

5
月
20
日（
土
）、高
校
総
合
学
習
が
行
わ
れ
、P
コ
ー
ス
の
全
生
徒
が
各
学
年

に
分
か
れ
て
大
学
ス
ポ
ー
ツ
学
科
の
先
生
に
よ
る
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

3
年
生
は「
大
学
で
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
意
義（
大
森
教
授
）」を
受
講
し
、

1
・
2
年
生
は「
ア
ス
リ
ー
ト
は
ど
の
よ
う
に
強
く
な
っ
て
い
く
の
か（
杉
林

准
教
授
）」と「
身
体
・
運
動
能
力
は
ど
の
よ
う
に
発
達
し
て
い
く
の
か（
齊
藤

准
教
授
）」の
２
つ
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

高
大
連
携
！

P
コ
ー
ス
総
合
学
習

大高

学
生
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
充
実
さ
せ

る
活
動
を
行
う
ジ
ャ
ン
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ

企
画「
S
e
i
r
y
o 

C
o
r
t
y
a
r
d 

Lunc
h 

Pro
j
ec
t （
S
C
L
P
）」

が
今
年
も
移
動
販
売
車
を
学
内
に
誘
致

し
ま
し
た
。

4
月
19
日（
水
）か
ら
販
売
が
始
ま

り
、ク
レ
ー
プ
の
甘
い
香
り
や
カ
レ
ー
や

た
こ
焼
き
な
ど
の
ス
パ
イ
シ
ー
な
香
り

に
誘
わ
れ
、学
生
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

今
年
も
移
動
販
売
車
が

学
内
に
！

大短

充
実
し
た
学
生
生
活
を
過
ご
す
た
め
に

新
入
生
研
修
を
実
施

大

大森重宜 先生（人間科学部教授）

杉林孝法 先生（人間科学部准教授）

齋藤陽子 先生（人間科学部准教授）

　
4
月
、各
設
置
校
の
入
園
・
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度

　入
園
式
・
入
学
式

学園

平成29年度　各校在籍者数一覧（平成29年5月1日現在）     

大
学
附
属
星
稜
泉
野
幼
稚
園

大
学
附
属
星
稜
幼
稚
園

中
学
校

高
校 

普
通
科

短
大
部 

経
営
実
務
科

計

国
際
文
化
学
科

こ
ど
も
学
科

ス
ポ
ー
ツ
学
科

経
営
学
科

経
済
学
科

大
学
院 

経
営
戦
略
研
究
科

大　学
経済学部 人間科学部 人文学部学 校 

学 部 ・学 科名等

年月・学年等

収容定員

H29.5

計

5,075 

0歳児

1歳児

2歳児（満3歳児含む）

1年（年少）

2年（年中）

3年（年長）

4年

5,124 

20 

6 

21 

27 

920 

269 

276 

271 

262 

1,078 

600 

191 

172 

158 

185 

706 

240 

80 

72 

74 

80 

306 

240 

71 

65 

69 

56 

261 

150 

37 

36 

73 

2,150 

648 

621 

572 

583 

2,424 

300 

179 

164 

343 

2,040 

600 

558 

663 

1,821 

240 

60 

64 

71 

195 

170 

7 

12 

8 

45 

54 

43 

169 

155 

13 

57 

38 

37 

145 

大学附属星稜幼稚園

大学附属星稜泉野幼稚園

星稜高等学校

星稜中学校

金沢星稜大学

金沢星稜大学女子短期大学部
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4
月
25
日（
火
）、気
持
ち

の
よ
い
天
候
の
中
、ク
ラ
ス

ご
と
に
バ
ス
に
乗
り
込
み
、

遠
足
に
出
発
し
ま
し
た
。行

先
は
、1
年
生
が
福
井
県
恐

竜
博
物
館
・
大
野
市
内
の
散

策
、2
年
生
は
氷
見
へ
出
か

け
、壮
大
な
立
山
連
峰
を
眺

め
な
が
ら
の
そ
ぞ
ろ
歩
き

を
楽
し
み
、3
年
生
は
岐
阜

県
飛
騨
高
山
へ
、桜
を
バ
ッ

ク
に
情
緒
あ
ふ
れ
る
街
並

み
を
満
喫
し
ま
し
た
。

体
力
作
り
と
ク
ラ
ス
の

親
睦
を
深
め
る
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

4
月
29
日（
土
・
祝
）、金
沢
市
文
化
ホ
ー
ル
で
星
稜
高
校
吹
奏
楽

部
第
28
回
定
期
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。耳
と
目
の
肥
え
た
満

席
の
観
客
の
熱
気
に
包
ま
れ
た
な
か
、演
奏
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。第
1
ス
テ
ー
ジ
か
ら
第
3
ス
テ
ー
ジ
ま
で
、静
寂
か
ら
ポ
ッ
プ

ス
、感
動
と
笑
い
に
溢
れ
る
劇
と
歌
な
ど
、観
客
を
巻
き
込
ん
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
、拍
手
喝
采
の
演
奏
会
で
し
た
。

快
晴
！

春
の
遠
足
！

高

5
月
22
日（
月
）、3
年
生
を
対
象

に「
高
校
生
の
た
め
の
文
化
講
演
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
お
い
し
い
コ
ー

ヒ
ー
の
入
れ
方
」や「
天
使
の
卵
」シ

リ
ー
ズ
な
ど
の
著
作
で
有
名
な
作

家
、村
山
由
佳
氏
を
お
招
き
し
、「
別

れ
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
」と
い
う

演
題
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。生
徒
た
ち
は
村
山
さ
ん
の
実
体

験
を
基
に
し
た
お
話
を
熱
心
に
聞

き
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方

や
人
と
の
出
会
い
や
別
れ
な
ど
、今

後
も
私
た
ち
が
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、株
式
会
社
集
英
社
様
よ
り「
集

英
社
文
庫
図
書
」特
選
1
0
0
冊
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
講
演
会

高

4
月
11
日（
火
）、金
沢
東
警
察
署
の

方
を
お
招
き
し
、交
通
安
全
教
室
が
行

わ
れ
ま
し
た
。D
V
D
や
動
画
を
使
っ

て
、自
転
車
や
身
近
な
道
路
に
ひ
そ
む

危
険
性
を
、わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、生
徒
を
代
表

し
て
屋
敷
雄
太
君
が「
交
通
安
全
宣
言
」

を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室

中

写
生
大
会

中

4
月
12
日（
水
）、新
1
年
生
研
修
の
一
環
と
し
て
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、レ
ゴ
研
修（
レ

ゴ
Ⓡ
シ
リ
ア
ス
プ
レ
イ
Ⓡ
メ
ソ
ッ
ド
）を
行
い
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
、

「
主
体
性
」「
共
感
力
」「
対
話
力
」と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、実
際
に
ブ

ロ
ッ
ク
を
使
っ
て
表
現
し
、友
達
と
積
極
的
に
交
流
を
図
っ
て
、と
て

も
活
気
の
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

6
月
1
日（
木
）〜
2
日（
金
）、写
生
大
会
を
行
い
ま
し
た
。校
舎
敷
地
内
で
ス
ポ
ッ
ト

を
探
し
思
い
思
い
の
場
所
で
、そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
学
校
の
風
景
を
描
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
美
術
の
先
生
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
り
、友
達
同
士
で
見
せ
合
っ
た

り
し
な
が
ら
、熱
心
に
筆
を
走
ら
せ
て
い
ま
し
た
。 

お
も
ち
ゃ
の
世
界
へ
！

レ
ゴ
研
修

中

5
月
22
日（
月
）、1
・
2

年
生
を
対
象
に
、い
じ
め
防

止
に
関
す
る
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。法
テ
ラ
ス
の

弁
護
士
、高
見
健
次
郎
氏
を

お
招
き
し
て
、い
じ
め
の
定

義
、個
人
や
社
会
が
い
じ
め

を
ど
の
よ
う
に
捉
え
、そ
れ

を
ど
う
解
決
し
て
い
く
べ

き
か
に
つ
い
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。生
徒
た
ち

が
、い
じ
め
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
な
の
か
を
再
認
識

す
る
良
い
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。 い

じ
め
に
つ
い
て
考
え
よ
う
！

高

5
月
18
日（
木
）、第
一
体
育
館
で
県
総
体
・
総
文
激
励
会

を
行
い
ま
し
た
。吹
奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
と
全
校
生
徒
・
教

職
員
の
大
き
な
拍
手
の
中
、各
部
の
部
員
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

姿
で
入
場
し
ま
し
た
。冒
頭
に
鍋
谷
正
二
校
長
と
生
徒
会
会

長
の
常
木
慶
太
郎
さ
ん（
3
年
）か
ら
激
励
を
受
け
た
後
、3

名
の
代
表
選
手
が
選
手
宣
誓
を
し
、サ
ッ
カ
ー
部
キ
ャ
プ
テ

ン
の
敷
田
唯
さ
ん（
3
年
）が
激
励
会
の
お
礼
を
述
べ
ま
し

た
。ま
た
、メ
ガ
ホ
ン
を
片
手
に
全
校
生
徒
で
応
援
を
し
、星

稜
コ
ン
バ
ッ
ト
・
校
歌
な
ど
で
熱
い
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

総
体
・
総
文
激
励
会

吹
奏
楽
定
期
演
奏
会

高

4
月
25
日（
火
）、奥
卯
辰
山
県
民
公
園
ま
で
遠
足
に

行
き
ま
し
た
。往
復
10
キ
ロ
の
道
の
り
を
晴
天
の
下
、元

気
に
歩
い
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、1
年
生
か
ら
3
年
生
ま
で
を
縦
割
り
に
し
た

チ
ー
ム
編
成
で
、自
然
の
中
を
散
策
し
な
が
ら
ク
イ
ズ

に
挑
戦
す
る
、「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」を
実

施
し
、学
年
の
垣
根
を
越
え
た
交
流
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 自

然
と
の
対
話
を
体
験
！

春
の
遠
足

中

高中



4
月
18
日（
火
）、安
全
を
祈
願
し
て
プ
ー
ル
遊
び
が

始
ま
り
ま
し
た
。今
年
度
か
ら
星
稜
幼
稚
園
職
員
で
元

国
体
個
人
メ
ド
レ
ー
選
手
の
佐
藤
は
る
な
保
育
教
諭
と

一
緒
に
プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。床
を
上
下

さ
せ
水
深
を
30
㎝
〜
80
㎝
に
変
え
ら
れ
る
可
動
式
温
水

プ
ー
ル
で
、年
齢
や
水
慣
れ
の
程
度
に
合
わ
せ
ワ
ニ
さ

ん
歩
き
や
水
か
け
ご
っ
こ
、ゲ
ー
ム
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

遊
び
を
通
し
自
然
に
水
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。

910

星

稜 幼 稚

園

幼

☆
プ
ー
ル
遊
び
☆

☆
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
昼
食
☆

調
理
施
設
が
完
成
し
、栄
養
士
さ
ん
調
理
師
さ
ん
が

作
っ
て
く
れ
た
栄
養
満
点
の
温
か
い
給
食
を
ラ
ン
チ

ル
ー
ム
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
レ
ス
ト
ラ
ン
み
た

い
」「
こ
れ
す
ご
く
お
い
し
い
」と
会
話
も
弾
み
、毎
日

お
昼
が
待
ち
遠
し
い
子
ど
も
た
ち
で
す
。準
備
や
後
片

付
け
も
自
分
で
行
い
、食
事
の
習
慣
や
マ
ナ
ー
も
身
に

つ
い
て
き
ま
し
た
。年
長
児
が
畑
で
育
て
た
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
を
収
穫
す
る
と
、調
理
師
さ
ん
が
丁
寧
に
す

じ
の
取
り
方
を
教
え
て
く
れ
、翌
日
昼
食
に
み
ん
な
で

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。調
理
施
設
が
で
き
て
食

育
教
育
が
さ
ら
に
充
実
し
て
い
ま
す
。

☆
星
稜
ア
ラ
カ
ル
ト
☆

星
稜
Ｕ
‐
６
Ｆ
Ｃ
、星
稜
ア
ク
ア
ス
ポ
ル
ト
、Ｆ
u
n 

i
n 

E
n
g
l
i
s
h
、カ
ワ
イ
体
育
教
室
に
加
え
、新

し
い
課
外
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。親
子
で
参
加
の
星

稜
ア
ラ
カ
ル
ト
を
年
に
６
回
開
催
し
ま
す
。第
1
回
目

は
金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部
こ
ど
も
学
科 

池
上
教

授
に
よ
る「
親
子
造
形
教
室
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。家
で

要
ら
な
く
な
っ
た
も
の
、使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
を
持

ち
寄
っ
て
絵
の
具
で
色
を
ぬ
り
ま
し
た
。手
や
顔
に
も

絵
の
具
を
つ
け
な
が
ら
夢
中
で
取
り
組
み
、親
子
や
友

達
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。次
回
は
、今
回
色

を
ぬ
っ
た
も
の
を
金
沢
星
稜
大
学
二
階
廊
下
の
壁
面
に

飾
り
、壁
面
を
仕
上
げ
る
予
定
で
す
。そ
の
他
に
星
稜
高

校 

山
崎
教
諭
に
よ
る「
親
子
サ
イ
エ
ン
ス
教
室
」金
沢

星
稜
大
学
人
間
科
学
部
こ
ど
も
学
科 

連
助
教
、星
稜
幼

稚
園 

新
平
保
育
教
諭
に
よ
る「
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。

☆
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム（
０
・
１
歳
児
）☆

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
し
、星
稜
幼
稚

園
に
ナ
ー
ス
リ
ー
ル
ー
ム
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。明
る

い
陽
が
差
し
込
み
、開
放
的
で
温
か
な
雰
囲
気
の
保
育

室
に
は
、天
井
か
ら
モ
ビ
ー
ル
が
吊
る
さ
れ
、発
達
に

合
っ
た
玩
具
や
手
作
り
お
も
ち
ゃ
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、育
児
担
当
制
を
取
り
入
れ
、保
育
教
諭
が
一
人
ひ

と
り
の
育
ち
を
大
切
に
し
、温
か
く
丁
寧
に
関
わ
る
こ

と
で
、子
ど
も
た
ち
は
安
心
し
て
過
ご
し
、遊
び
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

4月からの主な部活動成績高中
【星稜高等学校】
第4回全日本トランポリン競技年齢別選手権大会
　 ● 17-21歳女子の部 ・第2位　谷口　空
第136回春季北信越地区高等学校野球大会
　　・優勝
第136回北信越地区高等学校野球石川県大会
　　・第2位
第64回金大旗争奪石川県高等学校春季剣道大会
　 ● 男子団体 ・優勝
　 ● 女子団体 ・第3位
　 ● 男子 ・最優秀選手賞 室谷　悠太
　 ● 男子 ・優秀選手賞 伊賀　清人
石川県高等学校ソフトボール春季大会
　 ● 男子の部 ・第2位
石川県高等学校春季弓道大会
　 ● 男子個人 ・優勝 畑中　勇樹
　 ● 男子団体 ・優勝
石川県高等学校春季柔道大会
　 ● 第2部団体 ・第3位
石川県高等学校春季レスリング選手権大会
　 ● 55kg級 ・優勝 中村　晟悠
　 ● 60kg級 ・優勝 中村　晟笙
　 ● 66kg級 ・第2位 小林　正季
石川県空手道個人選手権大会
　 ● 女子個人形の部 ・第3位 小山　麗
第78回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 男子110mH　　 ・第2位 町　亮汰
　 ● 女子200ｍ　 ・第3位 長木　なつめ
　 ● 女子800ｍ　　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子走幅跳　 ・第1位 岡　美玲
　 ● 女子4×100mR ・第1位 長木、柳澤、宮口、澤田
　 ● 女子100ｍ　　 ・第2位 柳澤　祐衣
　 ● 女子100ｍ　 ・第3位 塩本　歩
　 ● 女子1500ｍ　　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子1500ｍ　 ・第3位 中川　瑞稀
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子4×400mR ・第2位 池田、澤田、和田、宮口
石川県高等学校総合体育大会
陸上競技
　 ● 男子110mH　 ・第1位 町　亮汰
　 ● 男子砲丸投　 ・第3位 神谷　直汰
　 ● 男子走高跳　 ・第2位 飛弾野　裕暉
　 ● 男子八種競技　 ・第3位 中筋　涼太
　 ● 男子5000mW　 ・第3位 西村　一哲
　 ● 男子やり投　 ・第3位 中村　海斗
　 ● 男子フィールド ・第3位 
　 ● 男子総合 ・第2位 
　 ● 女子400m　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子1500m　 ・第1位 中川　瑞稀
　 ● 女子1500m　 ・第2位 常光　優莉亜
　 ● 女子100mH　 ・第3位 今井　麻友
　 ● 女子5000mW　 ・第3位 内記　知里
　 ● 女子走幅跳　 ・第1位 岡　美玲
　 ● 女子走幅跳　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子走幅跳　 ・第3位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子100ｍ　 ・第2位 塩本　歩
　 ● 女子三段跳　 ・第1位 宮口　愛子
　 ● 女子三段跳　 ・第2位 鞍田　沙耶佳
　 ● 女子三段跳　 ・第3位 岡　美玲
　 ● 女子棒高跳　 ・第3位 藤家　麻鈴
　 ● 女子200m　 ・第2位 宮口　愛子
　 ● 女子200m　 ・第3位 澤田　知里
　 ● 女子800m　 ・第1位 澤井　柚葉
　 ● 女子3000ｍ　 ・第2位 町　夏帆
　 ● 女子3000ｍ　 ・第3位 常光　優莉亜
　 ● 女子七種競技　 ・第2位 髙辻　純乃
　 ● 女子4×400mR ・第1位 池田、宮口、岡、澤井
　 ● 女子4×100mR ・第2位 塩本、長木、宮口、澤田
　 ● 女子フィールド ・第1位 
　 ● 女子トラック　 ・第1位 
　 ● 女子総合　 ・第1位

バドミントン競技
　 ● 男子学校対抗 ・第3位（北信越大会出場決定）
剣道競技
　 ● 男子団体 ・第2位（北信越大会出場決定）
　 ● 女子団体 ・第3位（北信越大会出場決定）
ソフトボール競技
　 ● 男子の部 ・優勝　（北信越大会、全国大会出場決定）
弓道競技
　 ● 男子個人の部 ・優勝 浜中　悠希（北信越大会、全国大会出場決定）
　 ● 男子団体の部 ・第2位（北信越大会出場決定）
　 ● 女子団体の部 ・第2位（北信越大会出場決定）
トランポリン競技
　 ● Aクラス男子個人 ・優勝 伊藤　祐規
　 ● Aクラス男子個人 ・第2位  新谷　亮介
　 ● Aクラス男子団体 ・優勝 荒谷、新谷、伊藤、和田
　 ● 男子総合 ・優勝
　 ● Aクラス女子個人 ・第2位  谷口　空
　 ● Aクラス女子個人 ・第3位  杉谷　櫻花
　 ● Aクラス女子団体 ・第2位  森、西谷、谷口、杉谷
　 ● 女子総合 ・第2位
　 （全国大会出場決定者）新谷  亮介、伊藤  祐規、和田  岳大、杉谷  櫻花、谷口  空
サッカー競技
　 ● 男子 ・優勝  （北信越大会、全国大会出場決定）
　 ● 女子 ・優勝  （北信越大会出場決定）
体操競技
　 ● 男子総合 ・優勝 川崎　晃（北信越大会、全国大会出場決定）
馬術競技
　 ● 障害飛越競技A ・優勝 小坂　瑠奈
空手道競技
　 ● 女子団体組手 ・第2位（北信越大会出場決定）
　 ● 女子団体形の部 ・第2位（北信越大会出場決定）
　 ● 女子個人形の部 ・第2位  小山　麗（北信越大会、全国大会出場決定）
レスリング競技
　 ● 50kg級 ・優勝 中本　裕斗（北信越大会、全国大会出場決定）
　 ● 55kg級 ・優勝 中村　晟笙（北信越大会、全国大会出場決定）
　 ● 60kg級 ・第2位  小林　正季（北信越大会出場決定）
　 ● 団体 ・第3位
水泳競技
　 ● 男子200m自由形 ・第2位  朝比奈　睦寛（北信越大会出場決定）
　 ● 男子200m個人メドレー ・第1位 朝比奈　睦寛（北信越大会出場決定）
　 ● 男子100mバタフライ ・第3位 坂本　怜央　（北信越大会出場決定）
　 ● 女子50m自由形 ・第3位 篠井　奈美　（北信越大会出場決定）
第19回石川県高等学校ゴルフ選手権大会
　 ● 男子個人 ・優勝 辻　圭一郎
　 ● 男子団体 ・第2位 浅香、辻、三宅
　 ● 女子団体 ・第2位 伊藤、新出、仙波
第53回全国高校将棋選手権　石川県大会
　 ● 女子個人戦　A級の部 ・優勝 河内　瑠美　（全国大会出場決定）
　 ● 女子個人戦　A級の部 ・第2位 松岡　萌優里（全国大会出場決定）
　 ● 男子個人戦　B級の部 ・第3位 長谷　祥寛
第37回石川県高校総文美術展
　 ● 美術工芸部門 ・優秀賞 高校2,3年共同制作部門
 
【星稜中学校】
第8回熊谷カップ福井ジュニアオープンゴルフ選手権大会
　 ● 中学生男子の部 ・優勝 灰谷　幸家
第78回石川県陸上競技選手権大会
　 ● 女子走幅跳 ・第3位 又多　紅樹
平成29年度金沢市中学校春季競技大会
軟式野球
　　・優勝　2年連続（22回目）
サッカー
　　・優勝　7年連続（16回目）
第70回金沢市中学校夏季陸上競技大会
　 ● 男子共通200ｍ ・第3位 高森　翔吾
　 ● 女子共通100ｍ ・第2位 又多　風緑
　 ● 女子共通100mH ・第2位 又多　紅樹
　 ● 女子共通100mH ・第3位 又多　風緑
　 ● 女子共通4×100mR ・第2位 吉本、又多風、又多紅、宇都宮
　 ● 女子800m・1500m ・第1位 荒木　瑞帆（県大会出場決定）
　 ● 女子1,2年走幅跳 ・第1位 又多　紅樹（県大会出場決定）
　 ● 女子総合 ・第2位
第34回全日本少年軟式野球大会石川県予選
　　・優勝 （北信越大会出場決定）
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星
稜

泉 野 幼

稚
園幼

4
月
か
ら
こ
ど
も
園
に
な
り
、2
歳
児

か
ら
5
歳
児
の
園
児
が
元
気
に
通
っ
て
い

ま
す
。

2
歳
児
、3
歳
児
ク
ラ
ス
は
複
数
担
任

と
な
り
2
歳
児
、3
歳
児
に
と
っ
て
一
番

大
切
な
食
事
・
排
泄
・
着
替
え
の
生
活
面
を
一
人
ひ
と
り

の
成
長
・
発
達
に
合
わ
せ
て
丁
寧
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

4
歳
児
・
5
歳
児
は
、運
動
機
能
を
高
め
る
体
験
や
日

本
及
び
地
域
の
伝
統
文
化
に
触
れ
る
体
験
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
通
し
て
人
に
関
わ
る

中
で
、感
じ
た
り
、考
え
た
り
、何
か
を
見
つ
け
た
り
し

て
い
く
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

☆
じ
ぶ
ん
で
！
じ
ぶ
ん
で
！
☆

お
家
で
は
「
で
き
な
〜
い
！
」
も
園
で
は
何
で
も
や
っ

て
み
よ
う
と
す
る
姿
が
か
わ
い
ら
し
い
で
す
。
ま
ま
ご
と

大
好
き
、
砂
遊
び
大
好
き
、
た
く
さ
ん
遊
ん
で
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
ぐ
っ
す
り
お
昼
寝
。
先
生
大
好
き
、
お
友
だ
ち

大
好
き
の
い
ち
ご
組
で
す
。
　

異
動
す
る
先
々
の
お
客
さ
ま
、上
司
や
同
僚
、後
輩
に

支
え
ら
れ
て
現
在
の
私
が
い
ま
す
。

私
は
平
成
27
年
に
一
般
店
舗
の
支
店
長
を
拝
命
し
、

今
年
の
3
月
か
ら
は
2
店
舗
目
の
支
店
運
営
を
任
さ
れ

て
い
ま
す
。私
に
は
重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、金
沢
信
用

金
庫
が
自
分
に
対
し
、期
待
し
て
与
え
て
く
れ
た
役
割

で
あ
る
と
受
け
止
め
、今
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
方
々

へ
恩
返
し
を
す
る
気
持
ち
で
、精
一
杯
頑
張
っ
て
い
こ
う

と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
が
星
稜
高
校
を
卒
業
し
た
頃
は
、女
性
が
金
融
機

関
の
支
店
長
に
な
る
こ
と
は
想
像
も
つ
か
な
い
よ
う
な

時
代
で
し
た
。し
か
し
、金
沢
信
用
金
庫
で
は
早
く
か
ら

男
女
雇
用
機
会
均
等
に
取
り
組
み
、す
べ
て
の
職
員
に

同
様
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、女
性
で

あ
り
、大
学
を
出
て
い
な
い
私
で
も
、性
別
や
学
歴
と

い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
違
和
感
を
感
じ
る
こ
と
無
く
、こ

こ
ま
で
や
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、何
人
も
の
女
性
支
店
長
が
金
沢
信
用

金
庫
を
卒
業
し
て
い
き
ま
し
た
。そ
う
し
た
先
輩
方
が

背
中
を
見
せ
て
く
だ
さ
っ
た
お
陰
で
私
は
今
の
業
務
を

遂
行
で
き
て
い
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
は
私
の
背
中
を
見

て
支
店
長
を
目
指
し
て
く
れ
る
よ
う
に
後
進
の
育
成
に

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。稲

置
学
園
を
卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ま
が
金
沢
信
用
金
庫
に
入

庫
さ
れ
ま
し
た
ら
、是
非
私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
お
客

さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
学
生
の
皆
さ
ま
へ
、こ
れ
か
ら
社
会
に
出
て
活

躍
さ
れ
る
中
で
、嬉
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、様
々
な
困
難
が
訪
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

変
化
す
る
こ
と
を
恐
れ
ず
、常
に
前
を
向
い
て
歩
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
。辛
い
と
き
は
側
に
い
る
家
族
、友
人

が
必
ず
手
を
差
し
伸
べ
て
く
れ
ま
す
の
で
、周
囲
の
人
を

大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。そ
し
て
、学
生
生
活
を
十
分
に

謳
歌
し
、今
を
精
一
杯
楽
し
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
、昭
和
61
年
に
星
稜
高
校
を
卒
業
し
て
金
沢
信

用
金
庫
に
入
庫
し
、今
年
で
32
年
目
と
な
り
ま
す
。現

在
は
寺
町
支
店
の
支
店
長
と
し
て
、地
域
の
お
客
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
支
店
職
員
一
丸
と
な
り
、日
々

奮
闘
し
て
い
ま
す
。

私
が
金
沢
信
用
金
庫
を
志
望
し
た
理
由
は
、テ
ラ
ー

（
窓
口
担
当
者
）へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
こ
と
と
、し
っ
か

り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
職
業
で
あ
り
、親
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
と
い
っ
た
、ご
く
単
純
な
理
由
か
ら
で
し
た
。

し
か
し
、銀
行
と
信
用
金
庫
の
違
い
も
知
ら
ず
に
入
庫

し
た
私
に
と
っ
て
は
、金
融
機
関
の
仕
事
は
甘
い
も
の

で
は
な
く
、高
校
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
の

広
範
囲
な
勉
強
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、た
く
さ
ん

の
資
格
試
験
や
検
定
試
験
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
な
り
に
努
力
を
重
ね
、

日
々
大
き
な
壁
に
ぶ
つ
か
り
、苦
悩
し
な
が
ら
も
少
し

ず
つ
前
へ
進
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。そ
の
間
、

女
性
支
店
長
と
し
て
後
進
の
育
成
に
努
め
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
つ
。

金沢信用金庫　寺町支店
支店長
山岸 由美子

（星稜高等学校　第22期卒）

本ページは、金沢信用金庫様と本学園との包括的連携協力に係る協定書に基づき、作成しております。

☆
よ
う
ち
え
ん
っ
て
こ
ん
な
と
こ
♪
☆

4
月
か
ら
年
中
・
年
長
組
を
対
象
に
始
ま
り
ま
し
た
。

体
育
大
学
出
身
の
イ
ケ
メ
ン
講
師（
佐
藤
先
生
・
遠
藤
先

生
）と
一
緒
に
大
い
に
身
体
を
動
か
し
て
過
ご
す
時
間
で

す
。や
っ
て
み
た
ら
で
き
た
！
う
れ
し
い
！
で
き
る
よ
う

に
な
り
た
い
！
が
ん
ば
っ
て
み
よ
う
！
そ
ん
な
気
持
ち

も
育
て
て
い
き
ま
す
。

「
日
本
の
伝
統
で
あ
る
太
鼓
に
ふ
れ
る
機
会
を
」と
、

白
山
市
に
あ
る
浅
野
太
鼓
へ
出
か
け
ま
し
た
。大
き
な

お
お
き
な
太
鼓
に
出
迎
え
ら
れ
ワ
ク
ワ
ク
と
ド
キ
ド
キ

気
分
が
交
差
し
て
い
ま
し
た
。太
鼓
の
演
奏
が
は
じ
ま

る
と
あ
ま
り
の
音
の
大
き
さ
に
体
が
ビ
ク
ッ
と
な
り
、お

な
か
や
の
ど
に
振
動
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。7
月
か
ら

「
星
稜
ど
ん
ど
こ
太
鼓
」を
始
め
ま
す
。講
師
は
金
沢
星

稜
大
学
人
間
科
学
部
こ
ど
も
学
科
卒
業
生
で
、プ
ロ
の
奏

者
と
し
て
国
内
外
で
活
躍
中
の
嶋
美
津
子
さ
ん
で
す
。

☆
レ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
・
星
稜
ど
ん
ど
こ
太
鼓
☆

先
を
読
み
駒
を
動
か
す
将
棋
は
自
分
が
考
え
て
い
る

攻
め
が
で
き
た
時
、最
高
に
う
れ
し
い
も
の
で
す
。日
本

将
棋
連
盟
石
川
県
支
部
の
三
角
さ
ん
を
相
手
に
一
戦
交

え
る
年
長
児
の
姿
か
ら
は
自
信
が
感
じ
ら
れ
、負
け
る
も

の
か
と
い
う
闘
志
も
み
ら
れ
ま
す
。子
ど
も
た
ち
は
三
角

さ
ん
を
将
棋
の
名
人
と
慕
っ
て
お
り
、微
笑
ま
し
い
関
係

が
み
ら
れ
ま
す
。次
の
一
手
に
か
け
る
そ
の
姿
、今
後
が

楽
し
み
で
す
！
家
庭
で
も
お
じ
い
さ
ん
や
お
父
さ
ん
と

一
戦
交
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、お
家
の
方
に
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

☆
次
の
一
手
☆

３
歳
児
ク
ラ
ス
は
進
級
児
に
と
っ
て
も
新
入
児
に

と
っ
て
も
新
た
な
環
境
と
な
り
、た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
し
た
4
月
。
身
の
回
り
の
こ
と
が

自
分
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
喜
び
、心
が
落
ち
着

く
と
お
友
だ
ち
と
手
を
つ
な
ぐ
微
笑
ま
し
い
姿
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
に
と
っ
て
の
安
心

を
一
番
に
心
も
か
ら
だ
も
の
び
の
び
過
ご
し
て
い
ま
す
。

５
歳
児
ク
ラ
ス
は
新
聞
記
事
を
教
材
と
し
て
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
新
聞
記
事
か
ら
、い
し
か
わ
動
物
園

に
や
っ
て
き
た
き
り
ん
の「
ジ
ャ
ン
プ
」の
こ
と
を
知
っ

た
子
ど
も
た
ち
。
身
長
３
ｍ
20
㎝
、体
重
５
０
０
㎏
と
言

う
け
れ
ど
、ど
ん
な
大
き
さ
?!
そ
こ
で
１
ｍ
物
差
し
で

測
ろ
う
と
す
る
け
れ
ど
天
井
に
ぶ
つ
か
り
上
手
く
い
か

な
い
状
態
。「
玄
関
の
と
こ
ろ
だ
っ
た
ら
天
井
に
ぶ
つ
か

ら
ん
。」「
は
し
ご
か
脚
立
は
？
」等
々
の
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
次
の
日
保
育
者
が
長
い
棒
を
倒
し
て
い
る
姿
を

み
た
子
ど
も
が「
き
り
ん
測
る
ん
？
」と
。
そ
の
言
葉
か

ら
ピ
ン
！「
あ
っ
横
で
も
測
れ
る
・・・
」と
発
想
が
つ
な

が
り
、紙
を
つ
な
げ
て
き
り
ん
を
描
い
て
出
来
上
が

り
!!「
き
り
ん
の
横
に
○
○
㎝
っ
て
か
い
て
。」と
。
き
り

ん
の
横
に
寝
転
が
っ
て
背
比
べ
。
玄
関
の
エ
ン
ト
ラ
ン

ス
へ
連
れ
て
い
く
と「
う
わ
ぁ
〜
大
き
い
」「
た
か
〜

い
！
」と
改
め
て
ジ
ャ
ン
プ
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
る

様
子
で
し
た
。
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星稜サ・エ・ラに関するアンケートへのご協力のお願い 締切 8/31

いつも『星稜サ・エ・ラ』をご愛読頂き、誠にありがとうございます。
毎号の内容に関する皆様からのご意見を「Webアンケートフォーム」
を通じて頂戴し、本誌の内容改善に努めてまいります。ご協力いただい
た方、抽選で20名様にQUOカード（500円分）をプレゼントいたします。
右記 QRコードから、アンケートへの回答をお願いいたします。

抽選で20名様に

QUOカードをプレゼント!

5月3日、GirlsAwardとエイベックス・グループによる日本最大級のイケメン発掘オーディショ
ン「第 3 回 BoysAward Audition」の各賞が発表され、応募総数 1 万 1005 人の中から、金沢星
稜大学経済学部経営学科１年次 坂田秀晃さん がグランプリに輝きました！　また、MEN’ S 
NON－NO 賞もダブル受賞し、ファッション誌「MEN’ S NON－NO（メンズノンノ）」（集英社）の
専属モデル契約が決定しました。

坂田さんは星稜中・高のサッカー部出身。大学で経済・経営を学びながらモデル活動を両
立していきます。坂田さんのこれからの活躍に期待しましょう。

本学園の生徒・学生がよく利用していた「サンクス金沢星稜前店」が、今年4月に「ファミリー
マート金沢星稜前店」としてリニューアルオープンしました。

田賀篤史店長にお話を伺ったところ、同店は金沢地区のファミリーマートでは揚げ物の売り
上げナンバーワン。特にファミチキとハッシュドポテトが売れ筋だということです。スポーツ好
きの店長は、新聞等で星稜の各部の試合結果を見るのが楽しみだとおっしゃっていました。大
学や短大の学生もアルバイトでお世話になっている同店も、星稜を応援してくれています。

　科
学
研
究
費
助
成
事
業（
科
研
費
）は
、日
本
の
学
術
を
振
興
す
る
た
め
、人
文
・
社

会
科
学
か
ら
自
然
科
学
ま
で
す
べ
て
の
分
野
で
、独
創
的
・
先
駆
的
な
研
究
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
研
究
助
成
費
で
す
。基
礎
の
研
究
か
ら
最
先
端
の
研
究

ま
で
、多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
で
研
究
者
を
援
助
し
て
お
り
、文
部
科
学
省
か
ら
交
付
さ
れ

る
も
の
と
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
29
年
度
に
新
た
に
採
択
を
受
け
た
3
名
の
教
員
と
そ
の
研
究
課
題
名
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

金
沢
星
稜
大
学
は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し
て
、教
育
と
研
究
の
成
果
を
地
域
社
会
に
還
元
す
る
た
め
に
、

公
開
講
座
等
を
通
し
て
地
域
の
皆
様
に
対
し
、広
く
学
び
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
公
開
講
座
は
次
表
の
と
お
り
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ま
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。参
加
は
予
約
不
要
で
無
料
で
す
。

川澄　厚志 講師（経済学部）
■研究種目
基盤研究（C）
■研究課題名
小規模住民組織を単位としたまち
づくりに関する比較研究

木村　正信 教授（経済学部）
■研究種目
基盤研究（C）
■研究課題名
インドのNGOがマイクロファイナ
ンスの地域浸透と機能、女性の
経済力に与えた影響

大畠　菜穂子 講師（教養教育部）
■研究種目
若手研究（B）
■研究課題名
教育委員会の執行責任に関する
研究

平成 28 年度  財務の概要

科目

人件費支出

教育研究経費支出

管理経費支出

借入金等利息支出

借入金等返済支出

施設関係支出

設備関係支出

資産運用支出

その他の支出

資金支出の部合計

決算

2,816,045

1,231,441

357,366

635

50,000

336,790

174,768

2,813,026

226,989

8,007,060

支出の部

科目

学生生徒等納付金収入

手数料収入

寄付金収入

補助金収入

資産売却収入

事業収入

受取利息・配当金収入

雑収入

借入金収入

前受金収入

その他の収入

資金収入の部合計

決算

3,718,105

86,135

21,520

1,125,103

110,000

114,393

39,740

181,964

0

264,038

2,632,021

8,293,019

収入の部

（単位：千円）収入構成比率 資金収支計算書

学生生徒等
納付金収入
44.83%

（3,718百万円）

手数料収入
1.04%

（86百万円）

寄付金収入
0.26%

（22百万円）

補助金収入
13.57%

（1,125百万円）

その他の収入
31.74%

（2,632百万円）

前受金収入
3.18%

（264百万円）

借入金収入
0%

（0百万円）

雑収入
2.19%

（182百万円）

受取利息・
配当金収入
0.48%

（40百万円）

資産売却収入
1.33%

（110百万円）

事業収入
1.38%

（114百万円）

人件費支出
35.17%

（2,816百万円）

教育研究
経費支出
15.38%
（1,231百万円）

管理経費支出
4.46%

（357百万円）

施設関係支出
4.21%

（337百万円）

設備関係支出
2.18%

（175百万円）

資産運用支出
35.13%

（2,813百万円）

その他の支出
2.84%

（227百万円）

借入金等返済支出
0.62%

（50百万円）

借入金等利息支出
0.01%

（0.6百万円）

収入計　8,293 百万円 支出計　8,007 百万円

昭和 42（1967）年に開学した金沢経済大学は、平成 14（2002）
年に金沢星稜大学へ名称変更を経て、創設 50 周年を迎えました。

今秋、様々な記念事業を行います。詳しくは 50 周年特設サイトで
お知らせいたします。

　〔注〕10月中のイベントはどなたでもご参加いただけます。11/3（金・祝）は、流星祭との同時開催です。
この日の各イベントは、大学同窓生・退職教職員および現役大学生とその保護者、現役教職員を対
象とした限定イベント（要申し込み）となるため、該当の方に別途ご案内いたします。

世界基準の輝き人へ
世界を見すえ　地域に活かす　“星稜力”をこの手に

金沢星稜大学創設50周年記念事業のお知らせ

日時

10月 ７日（土）  13:30～

10月14日（土）  9:00～

10月21日（土）  16:00～

10月28日（土）  13:30～

11月3日（金・祝）10:00～

　　　　　　　13:00～

　　　　　　　18:00～

イベント名称

経済学部講演会

インターナショナルディ

人間科学部講演会

人文学部シンポジウム

記念式典・記念講演会

ホームカミングディ

記念祝賀会

菊池 桃子氏（女優・戸板女子短期大学客員教授）

退職教員等によるなつかしゼミナール

ホテル金沢にて

講師・ゲスト等

白川 方明氏（元日本銀行総裁）

吉田 研作氏（上智大学特任教授）

井村 雅代氏（シンクロナイズドスイミング
日本代表ヘッドコーチ）

井関 和代氏（大阪芸術大学名誉教授）
金谷 美和氏（国立民族学博物館）他

※9月9日（土）は学外で行う予定です。会場等についての詳細は、本学ホームページよりご確認ください。
※11月4日（土）、11月5日（日）は流星祭に合わせて開催します。

4月15日
10：30～12：00

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

経済学部
経済学科

新　広昭教授
省エネ・快適・健康
エコハウスのすすめ

5月20日
10：30～12：00

短期大学部 松﨑　陽子教授
終活事始め
～人生の店じまい～

6月17日
10：30～12：00

人間科学部　
スポーツ学科

島田　一志教授
スポーツにおける
インテグレーション能力

7月15日
10：30～12：00

人間科学部　
こども学科

井上　好人教授
「四高学生の青春と
恋愛事情」

9月9日
10：30～12：00

人文学部　
国際文化学科

今ここに生きるー
マインドフルネスと
「時間」の再考察

10月14日
10：30～12：00

教養教育部
自由って何だろう、
自分の意志って何だろう？

11月4日
12：00～13：30

教養教育部
留学とパースペクティブの
変化について

11月5日
12：00～13：30

経済学部
経済学科

枝村　祥平教授

地方財政を考えてみる

11月18日
10：30～12：00

経済学部
経営学科

バイヤー
アヒム准教授

クラッスン
マーシャル講師

最近の
粉飾決算事例から

12月16日
10：30～12：00

人間科学部　
スポーツ学科

佐々木　達也講師

大貫　一教授

勝利のためのマネジメント

1月27日
10：30～12：00

経済学部
経営学科

捧　富雄特任教授

青木　卓志教授

石川県における
ユニバーサルツーリズムの
推進Ⅱ

2月17日
10：30～12：00

人間科学部　
こども学科

髙　賢一教授
不登校・
ひきこもり問題について

回 開催日時 所　属 氏　名 テーマ 概　要

■期間：平成29年4月15日（土）～平成30年2月17日（土）
■会場：金沢星稜大学　キャリアデザイン館5階C51教室
※時間については、回により異なります。下記をご確認ください。

終 了

終 了

終 了

地球温暖化が進んでいます。巨大台風、豪雨、猛暑日の多発といった温
暖化の影響を緩和するためには、家庭の省エネルギーが不可欠です。新
築、リフォーム、くらしの工夫の中でどうすれば、省エネ・快適・健康なエコ
ハウスが実現するのかを”いしかわエコハウス”の事例を交えて紹介します。

超高齢化社会の到来で我々は長寿となりましたが、それに伴って自ら
の終焉についても考えざるを得なくなっています。死亡後のトラブルを
未然に防ぐだけでなく、自分にも遺される家族にも満足の行くプランを
立てるための「エンディング・ノートの書き方」などについてお話しします。

スポーツ活動において優れたパフォーマンスを発揮するためには、プレイ中の動
作を改善するだけではなく「どのプレイを選択するのか」「プレイ前にどのようにプ
ランを立てるのか」といった、いわば準備の能力が求められます。本講座では「イ
ンテグレーション能力」と言われるこのような力について簡潔に説明します。

明治期の四高の校風を樹立させた学生たちの青春像を語ります。「超然主義」は、
明治三十年代末から四十年代初頭にかけて席巻した校風改革運動を背景に生
み出されたものですが、E.ホブズボウム（1992）の「創られた伝統」の議論にもとづ
き、学生のリーダーの立場、これを支える教師の思惑を絡めて複眼的に解明します。
現在の仏教瞑想とマインドフルネスの世界においては、よく「今ここに生きる」が理想と
されています。たとえ、「今ここに生きる」を理想としても、過去と未来を考えずに生活する
ことができるでしょうか？理想としては「今ここに生きる」を目指しながら、日々 の生活におい
ては、過去と未来へ意識をなげかけることも重要となってきます。そこで本講座では、日
常生活で実現できるマインドフルネスと時間感覚について再び考えたいと思います。

自分の意志を邪魔されずに実行できれば自由だ、と思いがちですが、
思想の歴史をみるとそうも簡単にはまとめられません。古代から現代に
いたる西洋哲学、そして日本の伝統的思想やそれを活かした石川県
出身の著名人たちにふれながら、自由や意志について考えていきます。

留学の経験にはいろんなパワーがあります。言語能力はもちろん、
パースペクティブの変化も行います。留学生のインタビューに基づい
て、留学前と後のパースペクティブと異文化の理解について紹介し
ます。これらは、留学する前の参考になると思います。

都道府県や市町村などの地方自治体は、住民にとって身近なサービスを提
供していますが、その実態を知る機会はあまりありません。本講座では、県の
財源やその使用先等、県財政の現状について学ぶとともに、県内の市町
についても、どのような財政状況にあるのか、検証してみたいと思います。

東芝の「不適切会計」をはじめ、世に不正会計の種が尽きることはな
いようです。本講座では、そもそも会計監査とはどのようなことを行って
いるのか、最近の粉飾事例はどのようなカラクリで起こっているのかなど
を、会計の知識のない方でも分かるように易しく紹介したいと思います。

Ｊリーグでは、鹿島アントラーズが19回の優勝、箱根駅伝は青山学院
大学が3連覇、大学ラグビーでは帝京大学が7連覇と勝ち続ける組
織があります。これは決して偶然ではありません。どのようにマネジメント
をすることで勝利することができるのか話をしたいと思います。

昨年度に引き続き、石川県におけるユニバーサルツーリズムを推進す
るための学生の活動を紹介するとともに、石川県観光におけるユニ
バーサルツーリズムの重要性についても説明し、石川県におけるユニ
バーサルツーリズムの今後の推進方策をともに考えたいと思います。

不登校・ひきこもりの児童・生徒は、相変わらず12万人前後で推移しております。
外部の専門家であるスクールカウンセラーがほとんどの公立中学校に配置されている
にもかかわらず、不登校・ひきこもりの数が減少しないのはどうしてなのでしょうか？今後
どのような取り組みが必要なのでしょうか？受講者と一緒に考えてみたいと思います。

※詳細は稲置学園ホームページより「事業報告書」「財務の概要」をご覧下さい。


